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■巻 頭 言

原子力の原点と
―
推進者■曇黎者

―
のi変身ぜ

言うまでもなくわが国の原子力開発の原点は
被爆体験にあり、『原爆の子」 (長 圏新著)も 、核
兵器廃絶への強い決意とともに、平和rll用 への真
剣な取 り組なに大きな期待を託した。

これを踏まえて日本は50年前、開発着手の是
非をめ ぐる国を挙げての大諭争の末、自主・民主
・公開の三原則を掲 tず た「基本法」を中心に、推進・

規護の諸法制、研究機驀など母整饉 :二取 諄畿み、
各界各層・

FD全面支持のもとに、華々しく手議轟華
を結出させた。

当時、原子力藝係者は、将来の「夢」を議 等つつ
も、原子力の持つ危険性・轟難性 :二ついて真実をあ
りのまま:二 語ったt爾 えば最初の立地「東海村」で:

大事故に備えての「退避道路」の敷設を提案した
が、そのとき地元はむしろ安全対策を先取 りする
新しい「文化」として共感さえ/JNし たものだった

=

方́、批孝」者の諭点 :ま核,と、を衝き、例えば安全性
や雪弩島自主性・計画性の確保についての提案が、
事態の歌善をもたらしたものも少なくなかった。

改めて原子力の現状を鋳頸し、家子寿舞係者と
批判者の行動様式を見ると、まことに轟量0感を
禁じえないこ関係者tま捏造や懲議それ:こ ガノ`チン
スの欠如や無計画性を重ね、その裏返しのよう
に、批判者はその揚げ足取りだ:ま で事足れりの風
情で、今やその多くが一種「入畜無害な:存在のよ
うに見える。
「原点」から一貫して具 (つ ぶさ)に 関与して
きた筆者の思いはまことに4F.促 たるものがある
が、スペースの都合上、ここでは基本的な要因を

森  一久

述べるにとどめよう。
すなわち、最初に国民との間 :こ かわした上記の

ような「契約」の重みに耐え切れず、それからの逃
避を続けた結果が、今日の姿に他ならないと思わ
れる。

「契約」の重みは、や :よ り核廃絶 との関連、それ
に放射線の影響が筆頭にくる。議者について三そ

書‐誓鰈 華 輩 纂轟 雷薫 :菖

こそ国民 との「契約」上、当事者たる者の最低の
「資格」であるはずであった.

にもかかわらず、その「資格=を 疑わせるような
発言ばかりが難く―・曰く多サイク挙:ま 量の方針だ

言ξ歪  警量嚢重言]
て欲しいfr ll=
■幸か不幸か票子力の規模が大きくなったため
か、国民とマスコミは (私の見るところ)原子カ
の不様事等恙こ封する批判は極めて穏やかだが、

・
(漠方の1当事者は、このような他入頼みや「逃
避」だけではやってい:ナ ないと、そろそろ観念し
始めてもらいf_‐ いものである。

(UCN会幹事)
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